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おやつは何もなかった～

明日こそは  

これからお散歩行くのだ (^O^)／  

 
散歩よりおやつよね  
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ナナの心の声が

聞こえるよ  
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おやつはどこ！ 
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あ
っ
ち
行
き
た
い
。
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お
昼
の
お
散
歩 

ナナは毎日の散歩を楽しみにして

います なぜなら外は美味しい香

がいっぱいです
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医
事
課 

 
『
マ
イ
ナ
保
険
証
ふ
た
た
び
』 

恒例の芋煮会を開催しました！今年はさつまいもだけでなく、

セントノア産の大根やカブも皆様に味わっていただきました。

セントノア畑では患者様に植えていただいた白菜やほうれん草

もすくすく育っています。今から冬の味覚も楽しみですね！ 

 

昨
年
の
１１
月
号
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
事
を

書
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
経
ち
、
１２

月
２
日
よ
り
本
格
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
の
保
険
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、
厚
労

省
よ
り
指
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ご
入
院

中
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
言
え
ば
、
１２
月

２
日
以
降
も
住
所
変
更
等
が
無
い
限
り
現

在
の
保
険
証
が
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。
１２
月
２
日
以
降
、
住
所
変
更
等
で

保
険
資
格
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
や
７５
歳

に
到
達
し
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
変
更

に
な
っ
た
場
合
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
場

合
は
、
新
た
な
健
康
保
険
証
は
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
わ
り
に
資
格
確
認
書

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご
提

示
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
資

格
確
認
書
で
保
険
診
療
が
可
能
で
す
の

で
、
当
面
は
患
者
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
成
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
ま
た
、
前
回
書
い
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
」
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
患
者
さ

ん
の
保
険
情
報
は
当
院
で
も
確
認
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
何
か
変
更
が
確
認
で
き
た

時
は
当
院
か
ら
ご
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
新
た
な
資
格
確
認
書
の
ご
提
示
を
お

願
い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
に
前
回
も
指
摘
し
ま
し
た
、
認
知
症
患

者
さ
ん
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

作
成
の
煩
雑
さ
は
解
消
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
自
治
体
に
よ
り
必
要
書
類
は
変
わ
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
本
人
と
ご
家
族
の

本
人
確
認
の
書
類
は
必
要
に
な
り
ま
す

し
、
追
加
で
患
者
さ
ん
が
入
院
中
で
あ
る

旨
の
診
断
書
や
委
任
状
、
あ
る
い
は
法
定

代
理
人
の
登
記
事
項
証
明
書
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん

の
意
思
確
認
が
判
断
で
き
な
い
と
さ
れ
た

場
合
は
カ
ー
ド
の
作
成
が
断
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
難
病
等
の
受
給

者
証
の
一
体
化
も
一
部
自
治
体
で
の
先
行

実
施
に
と
ど
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
に
実
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
紙
の
受
給
者
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
こ
の
辺
り
は
前
回
書
い
た

時
と
余
り
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
、
減
額
認
定
証
の
ご
提
示

が
無
く
て
も
減
額
認
定
の
対
象
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
り
、
保
険
証
切
り
替
え
の

時
期
に
新
た
な
保
険
証
の
提
示
が
無
く
て

も
、
保
険
資
格
の
有
無
が
分
か
っ
た
り
と
、

医
療
機
関
・
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
は
国
の
方

針
に
逆
ら
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
ご

家
族
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
便
・
ご
面

倒
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
種

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

者
さ
ん
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

作
成
の
煩
雑
さ
は
解
消
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
自
治
体
に
よ
り
必
要
書
類
は
変
わ
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
本
人
と
ご
家
族
の

本
人
確
認
の
書
類
は
必
要
に
な
り
ま
す

し
、
追
加
で
患
者
さ
ん
が
入
院
中
で
あ
る

旨
の
診
断
書
や
委
任
状
、
あ
る
い
は
法
定

代
理
人
の
登
記
事
項
証
明
書
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん

の
意
思
確
認
が
判
断
で
き
な
い
と
さ
れ
た

場
合
は
カ
ー
ド
の
作
成
が
断
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
難
病
等
の
受
給

者
証
の
一
体
化
も
一
部
自
治
体
で
の
先
行

実
施
に
と
ど
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
に
実
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
紙
の
受
給
者
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
こ
の
辺
り
は
前
回
書
い
た

時
と
余
り
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
、
減
額
認
定
証
の
ご
提
示

が
無
く
て
も
減
額
認
定
の
対
象
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
り
、
保
険
証
切
り
替
え
の

時
期
に
新
た
な
保
険
証
の
提
示
が
無
く
て

も
、
保
険
資
格
の
有
無
が
分
か
っ
た
り
と
、

医
療
機
関
・
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
は
国
の
方

針
に
逆
ら
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
ご

家
族
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
便
・
ご
面

倒
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
種

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

日増しに寒さが増す今日この頃、いかがお過ごしでしょうか？病棟ではインフルエ

ンザの予防接種が始まり、冬が迫っていることを実感しています。これからの時期、

インフルエンザをはじめ、ノロウイルス・ロタウイルス等の感染性胃腸炎が流行し始

めます。また、周囲で耳にすることは少なくなってきているかと思いますが、 

コロナウイルスも１２月から２月にかけて増加する傾向 

にあるので注意が必要です。 

マスクの着用・手洗い・うがい・手指消毒の 

徹底は今まで通り継続し、冬は加えて加湿 

（５０～６０％）・こまめな換気を行い感染 

予防に努めましょう。 

また、十分な休息・栄養を摂り、体を温め、 

免疫力をつけて、感染症に負けず、冬を乗り 

切りましょう。 

今月は１病棟のヒロアキさん（９３歳）です。ヒロアキさんは東京都生 

まれですが、戦争で川越に疎開し、そのまま川越で育ちました。大学卒 

業後は製薬会社の営業マンとなり、２６歳の時に奥様とお見合結婚され、 

２人のお子様に恵まれました。息子さんのお話では、どちらかと言えば 

仕事人間で全国を飛び回る営業マンだったそうです。定年後は家業の雑 

貨屋の手伝いをしながら、親戚や高校時代の友人と旅行に出かけていた 

そうです。仕事で全国を回っていたこともあり、地理に強く北から南ま 

で様々な所を旅行したそうです。また、若い頃から阪神ファンで「俺は 

弱いチームだからこそ、逆に応援するんだ。」と言って応援していたとのことです。 

そして８５歳の時、物忘れの症状が出始め、８７歳頃から８９歳頃にかけてボーっとしたり、幻視や物盗

られ妄想も出るようになり、神経内科で軽度の脳梗塞と認知症を指摘されました。その後デイサービスを

利用し始め、通所を楽しみにしていました。そして９０歳の時、認知症状が更に進行し在宅での介護が難

しく、当時通っていた病院の紹介で令和４年４月当院に入院されました。 

入院当初も帰宅願望が強く、「バス停まで連れて行って」と大声が出たり、介  

護抵抗も見られていましたが、そのような時はお茶に誘ったり、訴えを聞い

たりしながら気分が落ち着くのを待っていました。環境に慣れた今では、作

業療法の映像の会に参加し、笑顔で楽しそうに観ていたり、昔の歌を鼻歌で

歌ったり、手を叩いてリズムを取ったりしています。また、デイルームで野球

中継を観たりととても穏やかに過ごされています。お食事もご自分で召し上

がる時と半分介助で召し上がる時がありますが、全量召し上がっておられま

す。また、睡眠も朝までぐっすりとお休みになられています。穏やかな生活が

続くよう、手助けしていきたいと思います。 

 


